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?? ＼ 一 一 囎楓 ＼
4　結　び
　4．1　この方言の特徴・
　この方言を東京方憩こ比べると，1）一系列の喉頭化子膏音素がある，2）
／’／と／？／との区別がある，3）／e／，／o／に続く音素に制限がある，4）／g／
と勾／との区別がある点で積極的に異なり，そして，5）拍に劉れない，6）
／J／がない点で消極的に異なる。
　次に，この方言を首里方雷に比べると，1）一系列の喉頭化子音音素がある，
2）／g／と／U／との区別がある，　3）短母音音素のシラビームがある点で積
極的に異なり，そして，4）／Q／が成節的でない，5）／hw／がない点で消極
自勺1・こ異なる0
　4．2　この方言の古さ
　　　　　　　　　　　　　　　　119
　東京方言に比べて，いろいろな点で新しい方言である。母音音素も，喉頭化
子音音素も新しい発生であるし，／c／のあるものも新しい。アクセン5体系も
型が二つしかないから，やはり新しい。これに対して，古いかもしれない点は，
／’」／に対応する／d／，／’w／に対応する／b／のあること，シラビームが拍に割
れないことである。明らかに古い点は，／kwa，　gwa／のあること，／ti／と
／tu／および／di／と／du／根互の区別があることである。
　首里方書に比べて新しい点は，喉頭化子音音素が発生していること，／hw／
がないことである。これに対して，／’1／に対応する／d／，／’w／に対応する／b／
のあることは古い点かもしれない。
　　ここで使った材料は，次の三つの場で行った観察から得ている。③エ958年4月上旬
　森瞬錘二氏をはじめ水谷静夫・宇野蓑方・祖父江寛・夜久正雄iの諸氏と篇根で3油4
　臼で行った共溝観察　②4月中旬から6月下旬まで毎週1時問以上，國際基督教大学
　日本語科の演習で，小出詞子氏をはじめ岡大学の学生諸君らと行った観察③4月上
　旬から10月中旬まで，数圓にわたって三園5時間ほど拙宅などでわたしだけで術なつ
　た観察．このほか，国立国語研究所で編集中（上村幸雄氏担当）の酋里語辞典，仲宗
　根致慈氏の与那嶺方轡ノート（魚田宗賢氏から借用した）から補った。
　葉京方豫との対応については林大氏の二二を得た。ソナグラム・ピッチグラムの分
析はもっぱら高田正治氏によるものである。
　以kの二二および被調査表の外間守之氏にここで深く感謝の意を表します。
　付記　再校を終った段階で，上村幸雄氏の注意により，アクセントの型にも
う一一つ区携すべきものがあることを確かめた。’それは，ここで「さがり調」と
して記したもののうちに含まれている。新しい第3の型も，さがり調と図様，
最後でさがるけれども，さがり調が最：初を高く始めるのに対し，第3の型は低
く始める。その点で区：溺される。2シラビーム（拍）語の第皿類はこの第3の
型で，第W・V類と区燐される。したがって，たとえば，’udi（腕）とtani
（種）とは型が異なる。
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